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国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

　
　

平
成
二
十
五
年
度
第
一
学
期

　
　
　
　

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅰ　

日
本
語
音
韻
史
概
論
（
１
）	

高　

山　

倫　

明

国
語
学
演
習
Ⅰ　

旋
頭
歌
の
研
究

　

―
言
語
史
資
料
と
し
て
の
万
葉
歌
―
（
１
）	
高　

山　

倫　

明

国
語
学
講
義
Ⅲ　

中
世
の
文
法
（
１
）	
青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習
Ⅲ　

室
町
時
代
語
研
究
（
１
）	

青　

木　

博　

史

国
文
学
講
義
Ⅰ　

平
安
時
代
日
記
文
学
研
究
（
１
）	

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
演
習
Ⅰ　
『
堤
中
納
言
物
語
』
注
釈
（
１
）	

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
講
義
Ⅲ　
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
文
学
史
：
江
戸
文
学
講
義

	

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅲ　
『
世
間
娘
気
質
』
訳
注
と
自
主
研
究
（
１
）

	

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅴ　

日
本
近
代
文
学
研
究
（
１
）

	

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

常　

彦

　
　
　
　

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅲ　

音
訳
漢
字
と
プ
ロ
ソ
デ
ィ
（
１
）	

高　

山　

倫　

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅲ　

訓
点
資
料
の
研
究
（
１
）	

高　

山　

倫　

明

博
士
演
習　

古
代
語
の
研
究
（
１
）	

高　

山　

倫　

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅲ　

中
世
の
文
法
（
１
）	

青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅲ　

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

	

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

日
本
語
文
法
論
研
究
（
１
）	

青　

木　

博　

史

古
代
散
文
論
特
論
Ⅲ　

平
安
時
代
日
記
文
学
論
（
１
）	

辛　

島　

正　

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
方
法
（
１
）

	

辛　

島　

正　

雄

博
士
演
習　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

	

辛　

島　

正　

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅲ　
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論
の
誕
生
と
展
開　

	

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注
（
１
）　

	

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

江
戸
文
学
の
諸
問
題
（
１
）	

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

日
本
近
代
文
学
研
究
（
１
）

	

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員

彙
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平
成
二
十
五
年
度
第
二
学
期

　
　
　
　

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅱ　

日
本
語
音
韻
史
概
論
（
２
）	

高　

山　

倫　

明

国
語
学
演
習
Ⅱ　

旋
頭
歌
の
研
究

　

―
言
語
史
資
料
と
し
て
の
万
葉
歌
―
（
２
）	

高　

山　

倫　

明

国
語
学
講
義
Ⅳ　

中
世
の
文
法
（
２
）	

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習
Ⅳ　

室
町
時
代
語
研
究
（
２
）	

青　

木　

博　

史

国
語
学
講
義
Ⅴ　

言
語
の
対
照
研
究	

麗
澤
大
学　

井　

上　
　
　

優

国
文
学
講
義
Ⅱ　

平
安
時
代
日
記
文
学
研
究
（
２
）	

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
演
習
Ⅱ　
『
堤
中
納
言
物
語
』
注
釈
（
２
）	

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
講
義
Ⅳ　

江
戸
時
代
の
小
説
史
概
論	

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅳ　
『
世
間
娘
気
質
』
訳
注
と
自
主
研
究
（
２
）

	
川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅵ　

日
本
近
代
文
学
研
究
（
２
）

	

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

常　

彦

国
文
学
講
義
Ⅴ　

和
漢
比
較
文
学
の
方
法

	

京
都
大
学　

大　

谷　

雅　

夫

国
語
学
・
国
文
学
基
礎
演
習　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
研
究
入
門

	

青　

木
・
川　

平

　
　
　
　

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅳ　

音
訳
漢
字
と
プ
ロ
ソ
デ
ィ
（
２
）	

高　

山　

倫　

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅳ　

訓
点
資
料
の
研
究
（
２
）	

高　

山　

倫　

明

博
士
演
習　

古
代
語
の
研
究
（
２
）	

高　

山　

倫　

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅳ　

中
世
の
文
法
（
２
）	

青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅳ　

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

	

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

日
本
語
文
法
論
研
究
（
２
）	

青　

木　

博　

史

日
本
語
学
特
論
Ⅰ　

言
語
の
対
照
研
究	

麗
澤
大
学　

井　

上　
　
　

優

古
代
散
文
論
特
論
Ⅳ　

平
安
時
代
日
記
文
学
論
（
２
）	

辛　

島　

正　

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
方
法
（
２
）

	

辛　

島　

正　

雄

博
士
演
習　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

	

辛　

島　

正　

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅳ　

江
戸
小
説
史
研
究
の
現
在	

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注
（
２
）

	

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

江
戸
文
学
の
諸
問
題
（
２
）	

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

日
本
近
代
文
学
研
究
（
２
）

	

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

常　

彦

日
本
文
学
特
論
Ⅰ　

和
漢
比
較
文
学
の
方
法

	

京
都
大
学　

大　

谷　

雅　

夫

論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員
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学
会
・
研
究
室
行
事

○
平
成
二
十
五
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

　
（
二
〇
一
三
年
六
月
八
日
（
土
）

	

於
九
州
大
学
附
属
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

（
研
究
発
表
）

都
の
錦
と
噺
本
―
『
軽
口
は
な
し
』
の
一
考
察
―

	
九
州
大
学
大
学
院
生　

平　

山　

聖　

悟

ア
ク
セ
ン
ト
変
化
と
長
母
音
―
日
朝
対
照
の
視
点
か
ら
―

	

九
州
大
学
大
学
院
生　

金　
　
　

娥　

璘

『
源
氏
物
語
』
葵
の
巻
に
お
け
る
雨
の
表
現
に
つ
い
て

	

九
州
大
学
大
学
院
生　

二　

宮　

愛　

理

『
伊
勢
物
語
』
初
段
挿
絵
考	

東
京
大
学　

田　

村　
　
　

隆

現
代
語
に
於
け
る
並
列
助
詞
「
た
り
」
の
一
用
法

　

―
非
類
的
用
法
を
め
ぐ
っ
て
―	

岡
山
大
学　

京　
　
　

健　

治

鹿
児
島
方
言
の
「
イ
テ
」
と
「
イ
タ
テ
」　

	

国
立
国
語
研
究
所　

木　

部　

暢　

子

（
講
演
）

西
鶴
戯
作
者
説
再
考	

九
州
大
学
名
誉
教
授　

中　

野　

三　

敏

○
平
成
二
十
五
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会

	

（
二
〇
一
三
年
九
月
一
四
日
（
土
）・
一
五
日
（
日
）
於
熊
本
大
学
）

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

徒
然
草
の
再
発
見	

九
州
大
学　

川　

平　

敏　

文

	

九
州
産
業
大
学　

辛　

島　

美　

絵

	

佐
賀
大
学　

白　

石　

良　

夫

（
研
究
発
表
）

『
在
明
の
別
れ
』
の
左
大
臣
に
み
え
る
右
大
将
の
影

	

九
州
大
学
大
学
院
生　

小　

松　

明
日
佳

歌
合
判
詞
に
お
け
る
「
俗
に
近
し
」
に
つ
い
て

　

―
今
様
の
歌
詞
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
中
心
に
―

	

福
岡
大
学
非
常
勤
講
師　

大　

木　

桃　

子

上
田
秋
成
「
貧
福
論
」
考
―
通
俗
書
物
と
の
関
連
性
―

	

九
州
大
学
大
学
院
生　

吉　

田　
　
　

宰

	

（
関
係
者
の
み
）　

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究　

第
一
一
四
号
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
発
行
）

『
御
津
の
浜
松
』
に
お
け
る
首
尾
照
応
を
め
ぐ
る
覚
書

　

―
「
と
こ
の
浦
」
と
「
に
ほ
の
海
」
と
―	

辛　

島　

正　

雄

北
村
季
吟
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
考

　

―
そ
の
注
釈
態
度
と
出
版
意
義
―	

村　

上　

義　

明

鹿
児
島
方
言
の
「
動
詞
連
用
形
＋
オ
ル
」	

久
保
薗　
　
　

愛



彙　
　

報

86

○
語
文
研
究　

第
一
一
五
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
発
行
）

『
落
窪
物
語
』
に
お
け
る
孝
養
譚
の
位
相

　

―
北
の
方
を
め
ぐ
る
最
後
の
記
述
を
起
点
と
し
て
―

	

梁　
　
　
　
　

丹

『
大
和
物
語
』
一
四
六
段
異
文
考

　

―
「
あ
さ
み
ど
り
」
と
「
ふ
か
み
ど
り
」
と
―	

小　

松　

明
日
佳

飛
鳥
井
雅
豊
『
和
歌
樵
談
』
と
歌
学
継
承	

日　

高　

愛　

子

歌
川
豊
国
筆
「
揃
物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
に
つ
い
て

	

工　

藤　

い
ず
み

否
定
過
去
表
現
の
展
開
小
考

　

―
九
州
方
言
「
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」「
ン
カ
ッ
タ
」
を
め
ぐ
っ
て
―

	

京　
　
　

健　

治

○
文
献
探
究　

第
五
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
十
八	
蛭　

沼　

芽　

衣

沈
思
の
人
、
迫
野
虔
徳
先
生	

高　

山　

倫　

明

『
石
清
水
物
語
』
第
三
系
統
諸
伝
本
に
関
す
る
研
究
（
二
）

	

宮　

崎　

裕　

子

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
お
ち
く
ほ
』
解
題
と
翻
刻
（
二
）

	

梁　
　
　
　
　

丹

現
代
語
に
於
け
る
並
列
助
詞
「
た
り
」
の
一
用
法

　

―
仮
想
的
事
態
提
示
形
式
「
た
り
し
て
」
―	

京　
　
　

健　

治

福
岡
方
言
の
と
り
た
て
詞
「
ヤ
ラ
」「
ゲ
ナ
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

	

松　

尾　

弘　

徳

ロ
シ
ア
資
料
の
動
詞
の
活
用	

久
保
薗　
　
　

愛

［
紹
介
］
迫
野
虔
徳
著
『
方
言
史
と
日
本
語
史
』	

青　

木　

博　

史

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

	

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

　
　

平
成
二
十
五
年
度
前
学
期

　
　
　
　

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー	

竹＊　

村　

教　

授

古
典
の
世
界
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
：
東
洋
医
学
の
祖
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列

伝
講
読
」	

静　

永　

准
教
授

古
典
語
（
漢
文
）
Ⅰ	

（
帝
京
大
学
福
岡
）
中
村　
昌
彦　
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

	

（
九
州
産
業
大
学
）
呉　
紅
華　
教　

授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ	

林　
　
　

教　

師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ	

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

　
　
　
　

文
学
部

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

講
義　

史
記
扁
鵲
倉
公
列
伝
講
読	

静　

永　

准
教
授

演
習　
『
東
周
列
国
志
』
演
習	

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
19
）	

静　

永　

准
教
授
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演
習　

宋
詞
選
読	

林　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法	

林
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究	

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

准
教
授

　
　
　
　

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

演
習
・
博
士
演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

演
習　

長
恨
歌
抄
訓
読	

静　

永　

准
教
授

演
習
・
博
士
演
習　

書
舶
庸
譚
訓
読
Ⅰ	

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法	

林
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

静　

永　

准
教
授

　
　

平
成
二
十
五
年
度
後
学
期

　
　
　
　

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

文
学
基
礎	
竹＊　

村　

教　

授

人
文
学
Ⅰ
「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
と
変
容
」	

竹＊　

村　

教　

授

人
文
学
Ⅱ
「
生
と
死
の
探
求
」	

静＊　

永　

准
教
授

古
典
語
（
漢
文
）
Ⅱ	

（
帝
京
大
学
福
岡
）
中
村　
昌
彦　
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

	

（
九
州
産
業
大
学
）
呉　
紅
華　
教　

授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ	

林　
　
　

教　

師

　
　
　
　

文
学
部

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

演
習　
『
東
周
列
国
志
』
演
習	

竹　

村　

教　

授

講
義　

唐
詩
テ
キ
ス
ト
論	

静　

永　

准
教
授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
20
）	

静　

永　

准
教
授

演
習　

宋
詞
選
読	

林　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法	

林
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究	

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

准
教
授

集
中
講
義　

東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
の
解
放
と
創
造

	

（
名
古
屋
大
学
）
加
藤　
國
安　
教
授

　
　
　
　

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

演
習
・
博
士
演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究	

竹　

村　

教　

授

演
習　

楚
辞
研
読
Ⅰ	

静　

永　

准
教
授

演
習
・
博
士
演
習　

書
舶
庸
譚
訓
読
Ⅱ	

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法	

林
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

静　

永　

准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
六
三
回
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
二
日
）
於
四
階
会
議
室

孫
武
の
生
涯
と
そ
の
兵
法	

岡　
　
　

駿　

介

郭
沫
若
「
行
路
難
」
と
佐
賀
熊
の
川
温
泉	

田　

中　

千　

絵

中
島
敦
と
漢
詩	

榎　

本　

さ
や
香
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北
宋
使
遼
関
係
詩
考	

中　

村　

昌　

彦

陳
子
龍
の
擬
古
詩
に
つ
い
て	

中　

筋　

健　

吉

第
二
六
四
回
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
）
於
四
階
会
議
室

敦
煌
変
文
に
お
け
る
伍
子
胥
と
そ
の
家
族	

鈴　

木　

裕　

亮

杜
甫
「
秋
興
八
首
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て	

永　

江　

健　

太

馮
夢
龍
『
笑
府
』
の
分
類
に
つ
い
て	

山　

口　

綾　

子

白
氏
新
楽
府
「
七
徳
舞
」
考	

静　

永　
　
　

健

日
本
と
中
国
に
お
け
る
『
椿
姫
』
の
翻
訳
―
同
時
代
東
ア
ジ
ア
の

文
脈
か
ら
見
た
林
訳
小
説	

中
里
見　
　
　

敬

第
二
六
五
回
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
）
於
四
階
会
議
室

杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
創
作
時
期
の
再
検	

張　
　
　

宇　

超

「
処
州
孔
子
廟
碑
」
に
み
え
る
韓
愈
の
道
統
観	

趙　
　
　

二　

超

台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
に
つ
い
て

	
大　

渕　

貴　

之

『
白
氏
長
慶
集
』
中
「
古
調
詩
」
与
「
古
体
詩
」
之
関
係

	

杜　
　
　

暁　

勤

第
二
六
六
回
（
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
七
日
）
於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

開
元
「
五
王
」
と
唐
代
音
楽
文
化	

劉　
　
　
　
　

潔

明
末
の
出
版
と
小
説
批
評
―
『
封
神
演
義
』
鍾
伯
敬
評
を
中
心
に
―

	

岩　

崎　

華
奈
子

友
悌
の
詠
月
詩
―
杜
甫
か
ら
蘇
軾
へ	

原　

田　
　
　

愛

南
宋
出
版
文
化
と
中
間
層
文
人
―
王
十
朋
『
会
稽
三
賦
』
史
鋳
注
を

例
と
し
て
―	

甲　

斐　

雄　

一

第
二
六
七
回
（
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
七
日
）
於
四
階
会
議
室

陳
冷
血
の
翻
訳
小
説
『
生
計
』
に
対
す
る
一
考
察	

国　
　
　
　
　

蕊

左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晋
司
馬
政
権	

栗　

山　

雅　

央

元
稹
の
家
系
と
彼
の
十
代
の
詩
作
に
つ
い
て
―
十
六
歳
の
作

「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
を
中
心
に
―	

長
谷
川　

真　

史

第
二
六
八
回
（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
一
日
）
於
四
階
会
議
室

張
愛
玲
と
漢
奸
疑
惑
―
「
華
麗
縁
」
を
中
心
に
―	

橋　

本　

結　

花

明
代
小
説
に
お
け
る
批
評
と
評
者

―
李
卓
吾
評
と
鍾
伯
敬
評
を
め
ぐ
っ
て
―	

岩　

崎　

華
奈
子

近
世
日
本
に
お
け
る
中
国
琴
学
の
受
容
に
つ
い
て	

中　

尾　

友
香
梨

藝
術
化
的
「
徳
運
」
与
「
符
讖
」
学
説
―
兼
談
『
拾
遺
記
』

整
理
中
的
相
関
問
題	

林　
　
　
　
　

嵩

第
二
六
九
回
（
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
七
日
）

＊
特
別
企
画
「
心
を
つ
な
ぐ
目
加
田
誠
と
漢
籍

　
　
　
　
　
　
　

―
大
野
城
市
所
蔵
の
目
加
田
文
庫
に
つ
い
て
―
」

	

於
大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ
・
三
階
大
会
議
室

漢
代
画
像
石
と
語
り
物
文
芸	

柳　

川　

順　

子

目
加
田
文
庫
の
創
設
に
つ
い
て

	

（
大
野
城
市
企
画
政
策
部
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業
推
進
室
）
舟　

山　

良　

一

中
国
文
藝
座
談
会
（
目
加
田
誠
主
宰
）
と
目
加
田
文
庫
（
漢
籍
）

に
つ
い
て	

竹　

村　

則　

行

目
加
田
誠
先
生
の
思
い
出	

松　

﨑　

治　

之
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○
第
六
一
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

	

（
二
〇
一
三
年
五
月
十
一
日
～
十
二
日
、
於
琉
球
大
学
）

『
封
神
演
義
』
に
お
け
る
鍾
伯
敬
評
の
検
討	

岩　

崎　

華
奈
子

唐
玄
宗
兄
弟
「
五
王
」
と
そ
の
宮
廷
音
楽
文
化	

劉　
　
　
　
　

潔

蘇
東
坡
の
詠
月
詩
―
兄
弟
を
偲
ぶ
月	

原　

田　
　
　

愛

○
第
十
七
回
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
発
表

	
（
二
〇
一
三
年
六
月
十
五
日
、
於
早
稲
田
大
学
）

蘇
天
爵
『
国
朝
文
類
』
初
探

　

―
宋
末
文
人
の
収
録
状
況
を
中
心
に
―	

奥　

野　

新
太
郎

○
第
六
十
五
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

	

（
二
〇
一
三
年
十
月
十
二
日
～
十
三
日
、
於
秋
田
大
学
）

明
末
清
初
刊
の
小
説
に
お
け
る
「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
」
本
の
再
検
討

	
岩　

崎　

華
奈
子

西
晋
武
帝
期
に
お
け
る
文
人
の
著
述
活
動
と
そ
の
立
場

　

―
左
思
「
魏
都
賦
」
の
分
析
を
中
心
に
―	

栗　

山　

雅　

央

社
会
連
携
事
業

○
目
加
田
誠
先
生
・
さ
く
を
先
生
旧
蔵
書
中
の
漢
籍
の
整
理
と
目
録
作
成

	

（
二
〇
一
二
年
度
、
大
野
城
市
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業
推
進
室
）

○
郭
沫
若
と
熊
の
川
パ
ネ
ル
展
（
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
～
三
十
一
日
、

	

佐
賀
市
富
士
町
熊
の
川
温
泉
・
鵆ち

ど
りの

湯
）

○
講
演
：
郭
沫
若
『
行
路
難
』
と
佐
賀
熊
の
川
温
泉	

田　

中　

千　

絵

	

（
二
〇
一
三
年
三
月
十
六
日
、
同
右
・
鵆ち

ど
りの
湯
）

研
究
室
刊
行
物

○
『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
二
号
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

永
無
終
點
的
行
役
―
柳
永
羈
旅
詞
發
微	

林　
　
　
　
　

嵩

謝
霊
運
「
山
居
賦
」
と
そ
の
自
注	

東　
　
　

美　

緒

隋
代
文
学
に
お
け
る
劉
善
経
の
位
置
に
つ
い
て	

張　
　
　

宇　

超

開
元
前
期
に
お
け
る
唐
玄
宗
の
俗
楽
政
策
―
崔
令
欽
の
「
教
坊
記
序
」

を
手
が
か
り
と
し
て
―	

劉　
　
　
　
　

潔

蘇
集
源
流
考	

原　

田　
　
　

愛

蘇
天
爵
『
国
朝
文
類
』
に
つ
い
て	

奥　

野　

新
太
郎

陳
冷
血
の
翻
訳
小
説
『
生
計
』
に
対
す
る
一
考
察	

国　
　
　
　
　

蕊

北
村
透
谷
と
中
国
の
古
典
詩
人
―
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
「
ほ
た
る
」

を
中
心
に
―	

楊　
　
　
　
　

穎

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
と
陶
晶
孫	

幸　

島　

光　

義

人
事
異
動

杜　
　

暁
勤　

	

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了
し
、

北
京
大
学
中
文
系
に
帰
任
。
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林　
　
　

嵩　

	

四
月
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
、
北
京
大
学
中
文

系
よ
り
着
任
。

英
語
学
・
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目
（
平
成
二
十
五
年
度
前
学
期
）

　
　
　
　

英
語
学

論
文
指
導	

西　

岡　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅰ　

英
語
学
概
論	

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅰ　

英
語
統
語
論
入
門	

西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
論
Ⅲ　

統
語
論
研
究	

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅲ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
研
究	
西　

岡　

教　

授

博
士
演
習　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
研
究	
西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅶ　

English	Pedagogical	Gram
m

ar
	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

英
語
学
演
習
Ⅷ　

Bilingualism
	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅲ　

Language	A
cquisition	T

heories	I
	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅰ　

M
ary	Shelley

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅱ　

O
scar	W

ilde

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅴ　

George	M
acD

onald

研
究
Ⅳ

	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅰ　

V
irginia	W

oolf,	T
he W

aves

研
究

	

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習　

V
irginia	W

oolf,	T
he W

aves

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅰ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
そ
の
時
代

	

（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
）
小
澤　
博　
教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅸ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
そ
の
時
代

	

（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
）
小
澤　
博　
教　

授

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅱ　

ア
メ
リ
カ
文
学
史
（
都
市
と
19
世
紀
ア
メ
リ
カ

文
学
）	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅱ　

Ernest	H
em

ingw
ay

の
短
編
小
説
を
読
む

（Part	1:	In O
ur T

im
e

）	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅰ　

Jane	T
om

pkins,	Sensational D
esigns

	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅰ　

M
ark	T

w
ain

のA
dventures of 

H
uckleberry Finn

を
読
む
Ⅰ	

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習　

M
ark	T

w
ain

のA
dventures of H

uckleberry Finn

を

読
む
Ⅰ	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅴ　

Living	A
m

erican	Poetry	I
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師
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ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅲ　

M
odern	A

m
erican	Poetry	A

broad
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

英
作
文
Ⅰ　

English	Com
position	for	U

ndergraduates
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

英
会
話
Ⅰ　

English	Conversation	II	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

英
会
話
Ⅰ　

English	Conversation--"StoryCorps"
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

講
義
題
目
（
平
成
二
十
五
年
度
後
学
期
）

　
　
　
　

英
語
学

論
文
指
導	

西　

岡　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅵ　

統
語
論
研
究	

	

（
西
南
学
院
大
学
文
学
部
）
藤
本
滋
之　

教
授

英
語
学
特
論
Ⅶ　

統
語
論
研
究

	

（
西
南
学
院
大
学
文
学
部
）
藤
本
滋
之　

教
授

英
語
学
演
習
Ⅸ　

Practical	Second	Language	A
cquisition

	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅳ　

Language	A
cquisition	T

heories	II
	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅲ　

Em
ily	Brontë

論	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅲ　

Jonathan	Sw
ift

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅵ　

V
irginia	W

oolf,	O
rlando

研
究

	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅱ　

John	Bunyan

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習　

John	Bunyan

研
究	

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅴ	

（
京
都
大
学
文
学
部
）
佐
々
木
徹　

教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅹ　

	

（
京
都
大
学
文
学
部
）
佐
々
木
徹　

教
授

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅲ　

Ernest	H
em

ingw
ay

の
短
編
小
説
を
読
む

（Part	2:	M
en W

ithout W
om

en

）	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅺ　

N
athaniel	H

aw
thorne

のT
he Scarlet 

Letter

を
読
む	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅱ　

A
nnette	K

olodny,	T
he Lay of the Land

	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅱ　

M
ark	T

w
ain

のA
dventures of 

H
uckleberry Finn

を
読
む
Ⅱ	

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習　

M
ark	T

w
ain

のA
dventures of H

uckleberry Finn

を

読
む
Ⅱ	

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅵ　

Living	A
m

erican	Poetry	II
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅸ　

W
hitm

an	&
	D

ickinson
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師
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ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅳ　

M
odern	A

m
erican	Poetry	A

t	H
om

e
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

英
米
研
究　

A
m

erican	Culture	Class	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

英
作
文
Ⅱ　

Com
position--"Good	Readers,	Good	W

riters"
	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

英
会
話
Ⅱ　

English	Conversation--"Im
pact	Issues"

	

ブ
リ
ュ
ー
ワ
ー
教
師

英
会
話
Ⅱ　

English	Conversation	II	

ラ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
教
師

学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
66
回
大
会
研
究
発
表

	

（
２
０
１
３
年
10
月　

於	
鹿
児
島
国
際
大
学
）

　
　
　
　

英
語
学

節
構
造
と
文
法
性
─
動
名
詞
か
ら
見
え
る
も
の	

下
仮
屋　
　
　

翔

英
語
の
空
所
化
構
文
及
び
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
の
認
可
条
件
に
つ
い
て

	

高　

木　

留　

美

T
ransfer	

と
ス
コ
ー
プ
解
釈
に
関
す
る
考
察
─
弱
フ
ェ
イ
ズ
の

観
点
か
ら	

大　

塚　

知　

昇

経
験
者
使
役
構
文
に
つ
い
て	

萱　

嶋　
　
　

崇

英
語
副
詞
節
の
統
語
分
析
と
付
加
詞
の
島	

吉　

村　

理　

一

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

マ
リ
ア
ン
・
ア
ー
ル
と
流
れ
る
創
造
性

　

─
バ
レ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
『
オ
ー
ロ
ラ
・
リ
ー
』
に
お
け
る

詩
作
と
時
代
性	

浜　

本　

裕　

美

母
性
に
よ
る
支
配
の
城

　

─	T
o the Lighthouse	

に
お
け
る
母
親
の
支
配
と
誘
引

	

浅　

田　

え
り
佳

T
o the Lighthouse	

に
お
け
る
他
者
理
解
の
可
能
性	

原　

田　

洋　

海

Lilith	

に
お
け
る
「
生
命
の
輪
」
の
起
点
の
苦
悩	

隈　

部　
　
　

歩

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
に
お
け
る
語
り
手
の
書
記
に
対
す
る

意
識
─
作
品
構
成
や
流
動
性
に
関
す
る
考
察	

才　

津　

絢　

子

T
he H

obbit　

帰
還
の
物
語
─
ド
ワ
ー
フ
の
帰
還
に
よ
る
伝
説
世
界
の

回
復	

渡　

邊　

裕　

子

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
文
学

A
 M

ercy	

に
お
け
る
靴
の
モ
チ
ー
フ	

河　

野　

世
莉
奈

　
　
　
　

英
語
学

日
本
言
語
学
会
第
146
回
大
会
（
２
０
１
３
年
６
月　

於　

茨
城
大
学
）

文
断
片
の
直
接
生
成
分
析
―
ト
ル
コ
語
目
的
語
か
ら
の
証
拠
―

	

永
次
健
人
（
共
同
発
表
）

韓
国
英
語
学
会
国
際
大
会

	

（ELSO
K	

２
０
１
３
年
７
月　

於　

高
麗
大
学
）

O
n	Case	Licensing	of	Sentence	Fragm

ents	

永　

次　

健　

人

O
n	Gapping	in	English	and	Japanese	

高　

木　

留　

美
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A
	Syntactic	A

nalysis	of	Extraction	out	of	Sentence-initial	
A

dverbial	Clauses	in	English	

吉　

村　

理　

一

5
th	International	Spring	Forum

	of	ELSJ
	

（
２
０
１
３
年
４
月　

於　

東
京
大
学
）

O
n	a	W

eak-Phases	Paradox	

大　

塚　

知　

昇

日
本
英
語
学
会
第
31
回
大
会
（
２
０
１
３
年
11
月　

於　

福
岡
大
学
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
方
言
の
遊
離
数
量
詞
と
弱
フ
ェ
イ
ズ
に
関
す
る
考
察

	

大　

塚　

知　

昇

日
英
語
に
お
け
る
受
動
文
と
使
役
文
の
統
語
分
析	

萱　

嶋　
　
　

崇

日
本
言
語
学
会
第
147
回
大
会

	

（
２
０
１
３
年
11
月　

於　

神
戸
市
外
国
語
大
学
）

抜
取
り
を
認
可
す
る
副
詞
節
の
統
語
分
析

　

―
通
言
語
的
観
点
か
ら
―	
吉　

村　

理　

一

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

日
本
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
協
会
第
25
回
研
究
大
会

	

（
２
０
１
３
年
６
月　

於　

京
都
大
学
）

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
的
側
面
と
モ
リ
ー
の
語
り
の
芸
術
性

	

田　

中　

恵　

理

日
本
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
会
第
43
回
研
究
大
会

	

（
２
０
１
３
年
10
月　

於　

大
阪
産
業
創
造
館
）

George	M
acD

onald

の"Light	Princess"

に
お
け
る
水
の
重
要
性

	

田　

中　

優　

子

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
文
学

第
52
回
日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
九
州
支
部
研
究
会

	

（
２
０
１
３
年
９
月　

於　

北
九
州
市
立
大
学
）

身
体
的
接
触
か
ら
読
むT

he	Spoils	of	Poynton

　

―Fleda

の
語
り
に
抑
圧
さ
れ
た
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム	

	

斎　

藤　

彩　

世

Am
erican	Studies	C

onference
	

（
２
０
１
３
年
９
月　

於　

東
京
国
際
文
化
会
館
）

John	H
ersey's	Sensational	T

ext	and	the	Context	of	the	
A

m
erican	Society		

永　

川　

と
も
子

第
52
回
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会

	

（
２
０
１
３
年
10
月　

於　

明
治
学
院
大
学
）

「
食
べ
る
女
た
ち
―Paradise

に
お
け
る
狩
り
・
食
・
台
所
」

	

吉　

田　

希　

依

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
59
回
大
会

	

（
２
０
１
３
年
５
月　

於　

長
崎
県
立
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
）

隠
蔽
・
開
示
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
共
同
体
へ
の
帰
属

　

―
ク
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
コ
ン
プ
ソ
ン
の
曖
昧
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

	

吉　

村　
　
　

幸

『
九
大
英
文
学
』
55
号
（
２
０
１
３
年
３
月
）

　
　
　
　

英
語
学

Fragm
ents	w

ithin	Islands	

永　

次　

健　

人
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弱
フ
ェ
イ
ズ
に
関
す
る
考
察
―
素
性
継
承
の
拡
張
―

	

大　

塚　

知　

昇

A
	U

nified	A
nalysis	of	Causative	and	Passives

	

萱　

嶋　
　
　

崇

T
he	Factors	of	Licensing/	Blocking	Extraction	out	of	
A

dverbial	Clauses	

吉　

村　

理　

一

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

生
を
享
受
す
る
魂
―
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
―	

原　

田　

洋　

海

『
船
出
』
に
お
け
る
旅
の
意
味
の
二
重
性
―
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
に

よ
る
旅
行
表
象
―	

大　

谷　

英
理
果

From
	D

ark	Corinne	to	Fair	A
urora:	

　

Barrett	Brow
ning	and	Fem

ale	Physical	Representations
	

浜　

本　

裕　

美

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
文
学

内
な
る
荒
野
へ
―A

 M
ercy

に
お
け
る
自
由
へ
の
飛
翔
―

	

吉　

田　

希　

依

書
き
手
と
し
て
の
ニ
ッ
ク
と
デ
ィ
ッ
ク
―『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』

と
『
夜
は
や
さ
し
』
に
読
む
モ
ダ
ニ
ス
ト
作
家
の
苦
闘

	

日　

下　

幸　

織

Invertible	Gender	in	the	Postbellum
	South:	

　

T
he	A

m
biguous	Identity	of	Q

uentin	Com
pson	in	

T
he Sound and the Fury	

吉　

村　
　
　

幸

　
　
　
　

英
語
学

JELS	

30
号
（
２
０
１
３
年
３
月
）

Gerunds	in	Phase	T
heory	

下
仮
屋　
　
　

翔

O
n	the	A

sym
m

etric	Behavior	of	M
ovem

ents	in	the	D
ouble	

O
bject	Construction	

大　

塚　

知　

昇

A
	Syntactic	A

nalysis	on	Gapping	and	M
ultiple	Sluicing

	

高　

木　

留　

美

『
言
語
学
か
ら
の
眺
望2013

』

	

福
岡
言
語
学
会
編
、
九
州
大
学
出
版
会
（
２
０
１
３
年
12
月
）

統
語
派
生
と
素
性
継
承	

下
仮
屋　
　
　

翔

文
断
片
「W

H

も
」
の
認
可
と
直
接
生
成
分
析	

永　

次　

健　

人

英
語
と
日
本
語
に
お
け
る
空
所
化
に
つ
い
て	

高　

木　

留　

美

Proceedings	of	the	2013	International	C
onference	on	English	

Linguistics	（
２
０
１
３
年
７
月
）

O
n	Gapping	in	English	and	Japanese		

高　

木　

留　

美

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
文
学

TinkerBell

英
語
圏
児
童
文
学
研
究N

o.58

（
２
０
１
３
年
３
月
）

Influencing	Reconciliation	betw
een	M

en	and	W
om

en	in	
George	M

acD
onald's	"T

he	D
ay	Boy	and	the	N

ight	Girl"
	

田　

中　

優　

子
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ア
メ
リ
カ
文
学

原
爆
文
学
研
究	

第
12
号
（
２
０
１
３
年
12
月
）

『
ヒ
ロ
シ
マ
』
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
テ
ク
ス
ト
と
米
国
の
社
会

的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
―
1945
年
8
月
6
日
～
1946
年
8
月
31
日
―	

	

永　

川　

と
も
子

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
（
２
０
１
３
年
10
月
）

Into	the	W
ilderness	Inside	H

erself:	

　

T
he	Journey	T

ow
ard	Freedom

	in	T
oni	M

orrison's	A
 M

ercy
		

吉　

田　

希　

依

人
事
異
動

M
arc	Low

enstein	
	

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満

了
し
、
言
語
文
化
研
究
院
に
異
動
。

Jonathan	Brew
er	

四
月
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
、
着
任
。

独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

　
　

平
成
二
十
五
年
度
第
一
学
期

　
　
　
　

文
学
部
・
独
語
学

作
文　

A
ufsatz	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

会
話　

D
EU

T
SCH

	1	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

演
習　

D
EU

T
SCH

	2	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

臨
講　

現
代
ド
イ
ツ
語
の
文
体
特
徴
・
文
体
慣
習	

	
	

（
立
教
大
学
）
井
出
万
秀　

教
授

　
　
　
　

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ネ
オ
・
ヨ
ア
キ
ム
主
義	

小　

黒　

教　

授

演
習　

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
『
心
獣
』
研
究	

小　

黒　

教　

授

演
習　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
翻
訳
者
の
使
命
」

	

（
西
南
学
院
大
学
）
森
田　
團　
准
教
授

臨
講　
（
西
洋
古
典
学
）
古
代
神
話
の
世
界
観
と
近
代
の
受
容

	

（
一
橋
大
学
）
古
澤
ゆ
う
子
教
授

　
　
　
　

人
文
科
学
府

演
習　

H
auptsem

inar	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

演
習　

黙
示
録
の
詩
学	

小　

黒　

教　

授

特
研　

K
olloquium

	

小　

黒　

教　

授

　
　

平
成
二
十
五
年
度
第
二
学
期

　
　
　
　

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

	1	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

演
習　

D
EU

T
SCH

	2	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

臨
講　

独
語
科
指
導
法
Ⅰ	

（
慶
應
義
塾
大
学
）
境　

一　
三　
教
授

　
　
　
　

文
学
部
・
独
文
学

講
義　
「
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
論	

　

小　

黒　

教　

授

演
習　

Prosem
inar	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師
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演
習　

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
『
王
子
ビ
リ
ビ
ン
カ
ー
物
語
』
小　

黒　

教　

授

臨
講　

ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
を
読
む

	

（
東
京
大
学
）
石
原
あ
え
か
教
授

　
　
　
　

人
文
科
学
府

演
習　

H
auptsem

inar	

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
教
師

演
習　

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
の
エ
ッ
セ
イ
Ⅰ	

小　

黒　

教　

授

特
研　

K
olloquium

	

小　

黒　

教　

授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
26
号
（
平
成
二
十
四
年
十
月
発
行
）

・
動
詞
と
形
容
詞
の
結
合
価
変
動
と
類
似
性	

馬
場
﨑　

聡　

美

・
新
た
な
試
み
と
し
て
の
枠
物
語
―
ゲ
ー
テ
『
ド
イ
ツ
避
難
民
の

談
話
』
に
つ
い
て
―	
木　

田　

綾　

子

・「
ド
イ
ツ
家
庭
文
庫
」
に
お
け
る
図
書
提
供
シ
ス
テ
ム
と
「
信
念
の

き
ず
な
」
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て	

竹　

岡　

健　

一

・
近
代
日
本
の
ド
イ
ツ
美
術
受
容
―
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の

間
接
的
受
容
―	

野　

村　

優　

子

・
孤
独
化
す
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト　

ブ
ー
ル
ジ
ェ
、
マ
ン
、

カ
ス
ナ
ー
の
場
合	

小　

黒　

康　

正

・〔
翻
訳
〕
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
著
『
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』

	

（
小　
黒　
康　
正
）

・〔
書
評
〕
石
川
栄
作
訳
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』（
前
・
後
編
）

	

（
嶋　

﨑　
　

啓
）

・〔
書
評
〕
古
川
昌
文
・
西
嶋
義
憲
編
『
カ
フ
カ
中
期
作
品
論
集
』

	

（
稲　

元　
　

萠
）

・〔
書
評
〕
森
田
團
著
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
―
媒
質
の
哲
学
』

	

（
尾　
張　
充　
典
）

○
『
西
日
本
ド
イ
ツ
文
学
』
第
24
号
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
発
行
）

・Friedrich	Rückerts	Ö
stliche R

osen	und	,ihrʻ	Goethe
	

Sascha	M
onhoff

・
失
踪
者
た
ち
の
ア
メ
リ
カ
―
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
失
踪
者
』
に

お
け
る
自
己
証
明
の
問
題
に
つ
い
て
―	

下　

薗　

り　

さ

・〔
書
評
〕
小
黒
康
正
著
『
水
の
女
―
ト
ポ
ス
へ
の
船
路
―
』

	

（
大　
野　
寿　
子
）

○
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
第
64
回
研
究
発
表
会

	

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
ー
二
日　

於
福
岡
大
学
）

・
毒
虫
の
戦
い
―
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
父
へ
の
手
紙
』
―

	

村　

上　

浩　

明

・
芸
術
家
か
ら
英
雄
へ
―
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
歌
姫
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
、

あ
る
い
は
ね
ず
み
の
族
』
―	

下　

薗　

り　

さ



彙　
　

報

97

○
ウ
ー
ヴ
ェ
・
ヴ
ィ
ル
ト
教
授
（
ギ
ー
セ
ン
大
学
）
講
演
会

	

（
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・D
er	D

ilettantism
us-Begriff	um

	1800	und	um
	1900	im

	
Spannungsfeld	psychologischer	und	prozeduraler	
A

rgum
entationen.

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
27
回
研
究
発
表
会

	

（
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
聖
書
翻
訳　

―
新
約
聖
書
に
お
け
る

「
イ
エ
ス
の
死
」
―	

広　

松　
　
　

淳

・
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
巣
穴
』
―
創
作
の
原
動
力
と
し
て
の

「
敵
」
―	

村　

上　

浩　

明

○
第
一
回
星
一
賞
（（H

ajim
e-H
oshi-Preis

）
受
賞

　
（
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

　

於
ド
イ
ツ
・
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
独
日
協
会
）

	

水　

守　

亜　

季

○
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会

	

（
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
八
ー
二
十
九
日　

於
北
海
道
大
学
）

・
書
か
な
い
主
人
公
―
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
三
長
編
小
説
に
お
け
る

権
力
関
係
と
「
書
く
こ
と
」	

下　

薗　

り　

さ

・
高
村
光
太
郎
の
美
術
批
評
「
緑
色
の
太
陽
」
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語

使
用
を
め
ぐ
っ
て	

野　

村　

優　

子

人
事
異
動

・
ザ
シ
ャ
・
モ
ン
ホ
フ
氏
が
招
へ
い
外
国
人
教
師
を
退
職

	

（
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）

・
ア
ン
ド
レ
・
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
氏
が
招
へ
い
外
国
人
教
師
に
着
任

	

（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

　
　

平
成
二
十
五
年
度
前
学
期

　
　
　
　

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
会
話
Ⅰ
）	

グ
ー
ジ
ョ
ン
教
師

講
義　

フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅰ	

〃　
　
　
　

　
　
　
　

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説	

吉　

井　

教　

授

演
習　

20
世
紀
の
文
学
批
評	

〃　
　
　
　

特
論　

N
RF

研
究	

〃　
　
　
　

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題	

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習	

〃　
　
　
　

演
習　

リ
シ
ャ
ー
ル
『
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
風
景
』	

髙　

木　

准
教
授



彙　
　

報

98

講
義　

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
研
究	

髙　

木　

准
教
授

特
論　

文
学
研
究
の
理
論
と
実
践	

〃　
　
　
　

研
究　

前
ロ
マ
ン
主
義
文
学
研
究	

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習	

〃　
　
　
　

特
論　

プ
ル
ー
ス
ト
『
ス
ワ
ン
の
恋
』	

グ
ー
ジ
ョ
ン
教
師

研
究　

フ
ラ
ン
ス
語
小
論
文	

〃　
　
　
　

演
習　

キ
ニ
ャ
ー
ル
『
め
ぐ
り
逢
う
朝
』

	
（
言
語
文
化
研
究
院
）
佐
藤　
典
子　
准
教
授

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
語
公
用
語
圏
ブ
ラ
ッ
ク
ア
フ
リ
カ
の
文
学

	
（
法
政
大
学
）
元
木　
淳
子　
教　

授

　
　

平
成
二
十
五
年
度
後
学
期

　
　
　
　

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
作
文
Ⅰ
）	
グ
ー
ジ
ョ
ン
教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅰ	
〃　
　
　
　

　
　
　
　

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説	

吉　

井　

教　

授

演
習　

20
世
紀
の
文
学
批
評	

〃　
　
　
　

特
論　

N
RF

研
究	

〃　
　
　
　

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題	

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習	

〃　
　
　
　

演
習　

テ
ク
ス
ト
の
受
容
と
解
釈	

髙　

木　

准
教
授

演
習　

ベ
ニ
シ
ュ
ー
「
ル
ソ
ー
に
お
け
る
〈
自
然
〉
の
観
念
」

	

〃　
　
　
　

特
論　

文
学
研
究
の
理
論
と
実
践	

髙　

木　

准
教
授

研
究　

前
ロ
マ
ン
主
義
文
学
研
究	

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習	

〃　
　
　
　

特
論　

生
成
論
研
究	

グ
ー
ジ
ョ
ン
教
師

研
究　

フ
ラ
ン
ス
語
小
論
文	

〃　
　
　
　

演
習　

キ
ニ
ャ
ー
ル
『
め
ぐ
り
逢
う
朝
』

	

（
言
語
文
化
研
究
院
）
佐
藤　
典
子　
准
教
授

臨
講　

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
『
幻
視
者
た
ち
』
を
読
む

	

（
白
百
合
女
子
大
学
）
辻
川　
慶
子　
准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

		　
　
　
　

仏
文
学
関
係

○
「
ス
テ
ラ
」	

第
31
号
（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
発
行
）

中
間
構
文
に
お
け
る
任
意
動
作
主
と
未
完
了
ア
ス
ペ
ク
ト

	

井　

口　

容　

子

刷
新
と
伝
統
の
は
ざ
ま
で
─
1938
年
男
子
コ
レ
ー
ジ
ュ
用
フ
ラ
ン
ス
語

指
導
書
を
め
ぐ
っ
て
─	

飯　

田　

伸　

二

百
閒
漫
歩	

─
逢
魔
が
時
の
文
学
─
（
そ
の
４
）	

森　
　

茂　
太　
郎

D
eux	préfaces	am

icales	de	M
arcel	Proust

	
Pierre-Edm

ond	RO
BERT

Proust	et	les	avions	de	T
olstoï	:	un	«	pastiche	m

ilitaire	»	dans	
Le T

em
ps retrouvé	

Francine	GO
U

JO
N
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プ
ル
ー
ス
ト
と
「
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
」	

和　

田　

章　

男

「
ミ
ス
・
サ
ク
リ
パ
ン
」
の
帽
子
─
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

に
お
け
る
文
学
の
素
描
と
絵
画
の
素
描
─	

加　

藤　

靖　

恵

第
１
次
世
界
大
戦
後
の
プ
ル
ー
ス
ト
受
容

─
『
花
咲
く
乙
女
た
ち
の
陰
に
』
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
の
余
波
─

	

禹　
　
　

朋　

子

「
コ
ン
ブ
レ
ー
」
の
生
成
を
め
ぐ
る
画
期
的
著
書

─
和
田
章
男
『
プ
ル
ー
ス
ト
の
小
説
創
造
』
─

	

中　

野　

知　

律

祈
り
の
文
脈
─
『
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
ー
ア
ン
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・

ド
・
デ
ィ
ナ
ン
の
時
祷
書
』
─	

田　

辺　

め
ぐ
み

『
ロ
ー
マ
の
福
音
書
』
─
ア
ン
リ
４
世
治
下
の
宗
教
論
争
の
一
断
面
─

	
高　

橋　
　
　

薫

墓
の
彼
方
か
ら
の
手
紙

─
エ
ッ
ツ
ェ
ル
版
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』
の
編
集
を
め
ぐ
っ
て
─

	

髙　

木　

信　

宏

『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
に
お
け
る
フ
ェ
リ
シ
テ
像
の
成
立

	

大　

橋　

絵　

理

ゾ
ラ
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
─
ゾ
ラ
の
文
学
批
評
に
お
け
る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

評
価
に
つ
い
て
─	

吉　

田　

典　

子

あ
る
戦
争
捕
虜
の
肖
像

─
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
第
１
次
世
界
大
戦
─

	

小　

黒　

昌　

文

没
後
50
年
と
生
誕
100
年
に
際
し
て

─
セ
リ
ー
ヌ
と
リ
ュ
セ
ッ
ト
未
亡
人
─	

木　

下　

樹　

親

「
デ
ラ
シ
ネ
論
争
」「
ポ
プ
ラ
論
争
」
の
余
白
に

─
ジ
ッ
ド
と
ル
イ
・
ル
ア
ー
ル
の
往
復
書
簡
─

	

吉　

井　

亮　

雄

人
事
異
動

○
安
藤
智
子　

	

三
月
三
十
一
日
、
助
教
を
退
職
、
四
月
一
日
、
人
文
科
学

研
究
院
専
門
研
究
員
に
着
任
。

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

　
　
　
　

文
学
部

　
　

平
成
二
十
五
年
度
前
期

概
論　

こ
と
ば
の
規
則
性	

久　

保　

智　

之

演
習　

音
声
学
の
基
礎	

久　

保　

智　

之

演
習　

論
文
の
読
み
方
・
書
き
方	

上　

山　

あ
ゆ
み

講
義　

方
言
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
～
琉
球
方
言
を
例
に
～

	

下　

地　

理　

則

実
習　

卒
業
論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員
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講
義
（
集
中
）	「
こ
こ
ろ
」
を
探
る
言
語
獲
得
研
究

	

（
三
重
大
学
）
杉　

崎　

鉱　

司

講
義
（
集
中
）　

音
響
音
声
学
入
門	

（
広
島
大
学
）
五
十
嵐　

陽　

介

　
　

平
成
二
十
五
年
度
後
期

演
習　

文
理
解
研
究
の
理
論
と
実
践	

坂　

本　
　
　

勉

講
義　

音
声
学
実
習	

久　

保　

智　

之

講
義　

日
本
語
の
基
本
構
造	

上　

山　

あ
ゆ
み

演
習　

方
言
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
～
琉
球
方
言
を
例
に
～

	

下　

地　

理　

則

実
習　

卒
業
論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員

講
義
（
集
中
）　

言
語
類
型
論
・
記
述
言
語
学

	

（
東
京
外
国
語
大
学
）
風　

間　

伸
次
郎

　
　
　
　

人
文
科
学
府

　
　

平
成
二
十
五
年
度
前
期

研
究　

言
語
研
究
に
お
け
る
基
礎
的
デ
ー
タ
Ⅰ	

坂　

本　
　
　

勉

特
論　

満
洲
語
講
読
（
康
煕
朝
奏
摺
）	

久　

保　

智　

之

研
究　

Phonetics	and	Phonology	of	Japanese	T
om

oyuki	K
U

BO

特
論　

構
造
と
意
味	

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
理
論
演
習	

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

琉
球
語
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る	

下　

地　

理　

則

研
究　

T
he	Ryukyuan	languages:	an	introduction

	

下　

地　

理　

則

言
語
学
研
究
法	

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習	

各　
　

教　
　

員

特
論
（
集
中
）	「
こ
こ
ろ
」
を
探
る
言
語
獲
得
研
究

	

（
三
重
大
学
）
杉　

崎　

鉱　

司

特
論
（
集
中
）　

音
響
音
声
学
入
門	

（
広
島
大
学
）
五
十
嵐　

陽　

介

　
　

平
成
二
十
五
年
度
後
期

研
究　

言
語
研
究
に
お
け
る
基
礎
的
デ
ー
タ
Ⅱ	

坂　

本　
　
　

勉

特
論　

満
洲
語
講
読
（
康
煕
朝
奏
摺
）	

久　

保　

智　

之

研
究　

音
韻
論
の
諸
問
題	

久　

保　

智　

之

特
論　

言
語
理
論
と
観
察
の
一
般
化	

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
理
論
演
習	

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

簡
易
辞
書
の
作
成	

下　

地　

理　

則

研
究　

言
語
類
型
論	

下　

地　

理　

則

言
語
学
研
究
法	

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導	

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習	

各　
　

教　
　

員

特
論
（
集
中
）	

言
語
類
型
論
・
記
述
言
語
学

	

（
東
京
外
国
語
大
学
）
風　

間　

伸
次
郎



彙　
　

報

101

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
八
十
五
回（
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

　
「
シ
ン
ブ
ー
諸
語
の
ト
ー
ン
」	

（
熊
本
大
学
）
千　

田　

俊
太
郎

第
八
十
六
回	

（
二
〇
一
三
年
八
月
二
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

　
「
南
琉
球
宮
古
語
池
間
方
言
の
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」

	

（
広
島
大
学
）
五
十
嵐　

陽　

介

第
八
十
七
回	

	

（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

"Innate	Constraints	on	Syntactic	V
ariation:	T

he	V
iew

	from
	

Child	English"	

（
三
重
大
学
）
杉　

崎　

鉱　

司

第
八
十
八
回	

（
二
〇
一
四
年
一
月
九
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

　
「
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
の
歴
史

　
　

―
特
に
満
洲
語
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
―
」

	

（
東
京
外
国
語
大
学
）
風　

間　

伸
次
郎




